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目的： 

溶連菌感染症の環境リスク要因の解明は未だ発展途上である。金属ばく露は、多くの疾患発症との関連が指摘され

ており、現在でも盛んに解析が行われている。本研究は、胎児期の金属のばく露が溶連菌感染症発症のリスクに影

響を与えるかどうかを評価することを目的として解析を行った。 

 

方法： 

本研究はエコチル調査に参加した妊婦 74,434 名から採取した血液中の 5 種類の金属濃度を測定するとともに、当該

妊婦から 2011 年から 2014 年に生まれた子ども（25,256 名）の 3 歳から 4 歳までの 1 年間に注目して解析した。その

結果、溶連菌感染症を発症した子どもは 6021 名（約 8.8％）であった。解析方法は回帰分析とし、複数ある金属物質

の混合効果の影響も評価した。  

 

結果： 

74,434 人の子どもとその母親を対象にした回帰分析では、セレンと水銀濃度上昇が溶連菌感染症の発症率と逆相関

の関係が認められた。混合効果の分析結果も回帰分析と一致した結果であった。さらに四分位数回帰分析結果は、

血清セレン濃度が第三四分位数以上の場合に溶連菌感染症発症率と逆相関が認められた。 

 

 

考察（研究の限界を含める）： 

これらの結果から、母親の血中セレン濃度上昇が子どもの溶連菌感染症に対して発症抑制をもたらす可能性が示唆

された。しかし、本研究は母体のセレン濃度と溶連菌の関係のみに絞って解析した結果であり、他の感染症との関係

は評価されておりません。また、本研究は妊娠中の母体から提供頂いた一回限りの採血結果に基づいており、セレン

の高濃度摂取は有害・中毒症状を引き起こすことがあるため、本研究結果から、セレン摂取を推奨するものではな

い。 

 

結論： 

本研究は妊娠中の母親の血中のセレン濃度とその子どもの 3〜4 歳までの溶連菌感染症との関連性を検証した。そ

の結果、血中セレン濃度が上昇すると、溶連菌感染症発症が逆相関する傾向が認められた。 

 


